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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電源から電力の供給を受けるための第１のコネクタと、
　他の情報処理装置から電力の供給を受けるとともに、前記他の情報処理装置に対して電
力を供給するための第２のコネクタと、
　前記第１のコネクタより供給される電力の電圧値と、前記第２のコネクタより供給され
る電力の電圧値とを比較する第１の比較手段と、
　前記第１の比較手段による比較の結果に従って、前記第１のコネクタより供給される電
力と前記第２のコネクタより供給される電力とのうちの何れか一方の電力を内部で使用す
るように制御する制御手段と、
　前記第１のコネクタより供給される電力の電圧値が前記第２のコネクタより供給される
電力の電圧値より高い場合、高い電圧値をもつと判定された前記第１のコネクタより供給
される電力を前記第２のコネクタを介して前記他の情報処理装置に対して供給する電力供
給手段とを有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記第１の比較手段による比較の結果、前記第１のコネクタより供給される電力の電圧
値が、前記第２のコネクタより前記他の情報処理装置から供給される電力の電圧値より高
いと判定された場合、前記他の情報処理装置に対して電力の供給を停止するよう要求する
要求手段を更に有し、
　前記電力供給手段は、前記第１のコネクタより供給される電力の電圧値が、前記第２の
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コネクタより前記他の情報処理装置から供給される電力の電圧値より高いと判定された場
合、前記第１のコネクタより供給される電力を前記他の情報処理装置に対して供給するこ
とを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記情報処理装置の内部で電力が使用されることによる電圧降下値を判定する判定手段
と、
　前記制御手段による制御によって内部で使用される電力の電圧値から前記判定手段によ
り判定された電圧値を減じた値と、内部で使用されない電力の電圧値とを比較する第２の
比較手段とを更に有し、
　前記電力供給手段は、前記第２の比較手段による比較の結果に基づいて、内部で使用さ
れる電力と、内部で使用されない電力との何れか一方の電力を前記他の情報処理装置に対
して供給することを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記第２の比較手段による比較の結果、内部で使用される電力の電圧値から前記判定手
段により判定された電圧降下値を減じた値が、内部で使用されない電力の電圧値より低い
場合、前記電力供給手段は、内部で使用されていない電力を、内部の電力消費系統を介さ
ずに前記他の情報処理装置に対して供給することを特徴とする請求項３に記載の情報処理
装置。
【請求項５】
　第１の情報処理装置であって、
　第２の情報処理装置から電力の供給を受けるとともに、前記第２の情報処理装置に対し
て電力を供給するための第１のコネクタと、
　第３の情報処理装置から電力の供給を受けるとともに、前記第３の情報処理装置に対し
て電力を供給するための第２のコネクタと、
　前記第１のコネクタより供給される電力の電圧値と、前記第２のコネクタより供給され
る電力の電圧値とを比較する第１の比較手段と、
　前記第１の比較手段による比較の結果に従って、前記第１のコネクタより供給される電
力と前記第２のコネクタより供給される電力とのうちの何れか一方の電力を内部で使用す
るように制御する制御手段と、
　前記第１の比較手段による比較の結果に従って、前記第１のコネクタより供給される電
力を前記第３の情報処理装置に対して供給するか、又は、前記第２のコネクタより供給さ
れる電力を前記第２の情報処理装置に対して供給する電力供給手段とを有することを特徴
とする第１の情報処理装置。
【請求項６】
　前記制御手段による制御によって内部で使用されている電力の電圧値と内部で使用され
ていない電力の電圧値とを比較する第２の比較手段と、
　前記電力供給手段は、前記第２の比較手段による比較の結果、内部で使用されている電
力の電圧値より内部で使用されていない電力の電圧値が所定値以上に低い場合、内部で使
用されていない電力を供給している情報処理装置に対して電力の供給を停止するよう要求
する要求手段とを更に有し、
　前記電力供給手段は、電力の供給が停止された前記情報処理装置に対して電力の供給を
開始することを特徴とする請求項５に記載の第１の情報処理装置。
【請求項７】
　前記第２の比較手段は、内部で使用されていない電力の電圧値として、内部での電圧降
下値を加味した値を用いて比較を行うことを特徴とする請求項６に記載の第１の情報処理
装置。
【請求項８】
　電源から電力の供給を受けるための第１のコネクタと、他の情報処理装置から電力の供
給を受けるとともに、前記他の情報処理装置に対して電力を供給するための第２のコネク
タとを有する情報処理装置の制御方法であって、
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　前記第１のコネクタより供給される電力の電圧値と、前記第２のコネクタより供給され
る電力の電圧値とを比較する比較ステップと、
　前記比較ステップによる比較の結果に従って、前記第１のコネクタより供給される電力
と前記第２のコネクタより供給される電力とのうちの何れか一方の電力を内部で使用する
ように制御する制御ステップと、
　前記第１のコネクタより供給される電力の電圧値が前記第２のコネクタより供給される
電力の電圧値より高い場合、高い電圧値をもつと判定された前記第１のコネクタより供給
される電力を前記第２のコネクタを介して前記他の情報処理装置に対して供給する電力供
給ステップとを含むことを特徴とする情報処理装置の制御方法。
【請求項９】
　第２の情報処理装置から電力の供給を受けるとともに、前記第２の情報処理装置に対し
て電力を供給するための第１のコネクタと、第３の情報処理装置から電力の供給を受ける
とともに、前記第３の情報処理装置に対して電力を供給するための第２のコネクタとを有
する第１の情報処理装置の制御方法であって、
　前記第１のコネクタより供給される電力の電圧値と、前記第２のコネクタより供給され
る電力の電圧値とを比較する比較ステップと、
　前記比較ステップによる比較の結果に従って、前記第１のコネクタより供給される電力
と前記第２のコネクタより供給される電力とのうちの何れか一方の電力を内部で使用する
ように制御する制御ステップと、
　前記比較ステップによる比較の結果に従って、前記第１のコネクタより供給される電力
を前記第３の情報処理装置に対して供給するか、又は、前記第２のコネクタより供給され
る電力を前記第２の情報処理装置に対して供給する電力供給ステップとを含むことを特徴
とする第１の情報処理装置の制御方法。
【請求項１０】
　請求項８又は９に記載の制御方法をコンピュータに実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばデイジーチェーン接続された装置間で伝送路を介して電力を供給可能
な技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電気機器は、ＡＣコンセントからＡＣ電力を供給し、そのＡＣ電力を機器外部の
ＡＣアダプタ（ＡＣ／ＤＣアダプタ）又は機器内部のＡＣ／ＤＣコンバータ回路によりＤ
Ｃ電力に変換して動作電力としている。また、ＡＣ電力が停電や瞬断等で供給が止まった
場合に、予備の電源（無停電電源装置：ＵＰＳ）に切り替えることにより機器の動作を継
続させるシステムがある。
【０００３】
　特許文献１には、複数の電力供給装置を備え、電力供給装置の一方の電源電圧が低下す
ると半導体スイッチを導通させ、他方の電源から電力を供給させるようにし、電源電圧の
高い電力供給装置から電力を供給し続ける方法が開示されている。
【０００４】
【特許文献１】特開昭６３－２６１４０７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に開示される発明においては、一つの装置に複数の電力が供
給されている場合を想定した電力切替方法であり、複数の機器間をケーブル等で接続され
たシステムにおける機器間の電力供給を想定していない。機器から他の機器へ交流電力を
供給して動作させるシステムを想定すると、その交流電力が伝送距離の長さによって電圧
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降下が起こり、規定の電圧値を満足できなくなる可能性があり、システムが動作しなくな
るという問題点がある。
【０００６】
　また、デイジーチェーン接続されて第一のＡＣ電源から電力を供給するシステムにおい
て、第一のＡＣ電源に接続された受電機器より下位に位置する受電機器は、当該受電機器
に接続される第二のＡＣ電源から電力の供給を受けることがある。しかし、第二のＡＣ電
源が接続された受電機器内部で抵抗値が大きい為に電圧降下が大きくなることがある。こ
の場合、第二のＡＣ電源の電圧が降下し、下位の機器の動作が不安定になる。
【０００７】
　そこで、本発明の目的は、伝送路を介して電力を供給するシステム全体として安定した
動作を行うことにある。
【０００８】
　また、本発明の他の目的は、電力が供給される装置（下位機器）が安定した動作を行う
ことを可能とすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の情報処理装置は、電源から電力の供給を受けるための第１のコネクタと、他の
情報処理装置から電力の供給を受けるとともに、前記他の情報処理装置に対して電力を供
給するための第２のコネクタと、前記第１のコネクタより供給される電力の電圧値と、前
記第２のコネクタより供給される電力の電圧値とを比較する第１の比較手段と、前記第１
の比較手段による比較の結果に従って、前記第１のコネクタより供給される電力と前記第
２のコネクタより供給される電力とのうちの何れか一方の電力を内部で使用するように制
御する制御手段と、前記第１のコネクタより供給される電力の電圧値が前記第２のコネク
タより供給される電力の電圧値より高い場合、高い電圧値をもつと判定された前記第１の
コネクタより供給される電力を前記第２のコネクタを介して前記他の情報処理装置に対し
て供給する電力供給手段とを有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、システム全体として安定した動作を行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明を適用した好適な実施形態を、添付図面を参照しながら詳細に説明する。
【００１２】
＜第１の実施形態＞
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る２．１チャンネルのスピーカシステムを示す図
である。本図において、１０１は、オーディオコントローラである。１０２、１０３、１
０４はアクティブスピーカであり、フロントレフトスピーカ、フロントライトスピーカ、
サブウーファからなる。１０５は、アクティブスピーカ１０２～１０４から音声を出力す
るための音源信号であり、例えばＣＤプレーヤ等から音声コード経由で入力される。１０
６、１０７、１０８は、音源信号１０５を各々のスピーカに伝送するための伝送路である
と同時に、通信信号を伝送するための伝送路である。１０９、１１３は、ＡＣコンセント
から供給されるＡＣ電力を伝送するためのＡＣ電源コード、１１０、１１１、１１２は、
機器間にＡＣ電力を伝送するためのＡＣケーブルである。なお、オーディオコントローラ
１０１、アクティブスピーカ１０２～１０４のそれぞれは、本発明の情報処理装置の一適
用例となる構成である。
【００１３】
　図２は、図１のオーディオコントローラ１０１を詳細に示すブロック図であり、図２に
おいて音源信号１０５、ＡＣ電源コード１０９は図１と同じである。
【００１４】
　２０１は、音源信号１０５を伝送するための音声コードを本機器に接続するためのコネ
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クタである。
【００１５】
　２０２は、音源信号及び通信信号をアクティブスピーカ１０２～１０４に伝送するため
のケーブルを接続するコネクタである。
【００１６】
　２０３は、ＡＣ電源コード１０９を接続するためのコネクタ（ＡＣインレット）である
。２０４は、コネクタ２０３から供給されたＡＣ電力をアクティブスピーカ１０２～１０
４に供給するためのコネクタである。また、コネクタ２０４はアクティブスピーカ１０２
～１０４から電力を受給する場合も使用される。尚、コネクタ２０２と２０４に接続され
るケーブルは図1で説明したように、別々でも構わないが、ここでは一体型とし、コネク
タ２０２、２０４で分かれているものとして説明する。但し、コネクタ２０２、２０４が
一つのコネクタで構成されていても構わない。なお、コネクタ２０３は、請求項１に係る
発明の第１の電力受給手段の一適用例となる構成である。また、コネクタ２０４は、請求
項１に係る発明の第２の電力受給手段の一適用例となる構成である。
【００１７】
　２０５は、機器内部の電気部品にＤＣ電力を供給するためのＡＣ／ＤＣコンバータであ
る。２０６は、音源信号を処理するためのデータ処理部であり、ＡＣ／ＤＣコンバータ２
０５から供給されるＤＣ電力で動作する。
【００１８】
　２０７は、制御部であり、データ処理部２０６や機器内部のＡＣ電力の供給・停止を制
御する。２０８は、電圧測定部であり、機器内に供給されているＡＣ電力の電圧を測定す
る。
【００１９】
　２０９は、ＤＣ／ＤＣコンバータであり、制御部２０７、電圧測定部２０８にＤＣ電力
を供給する。
【００２０】
　２１０は、コネクタ２０３から供給されたＡＣ電力をコネクタ２０４に供給・停止する
ためのスイッチであり、一点接点（ＯＮ／ＯＦＦ）方式のリレー等を用いる。
【００２１】
　２１１は、コネクタ２０３から供給されるＡＣ電力とコネクタ２０４から供給されるＡ
Ｃ電力のどちらかをＡＣ／ＤＣコンバータ２０５に供給するためのスイッチであり、２点
接点方式のリレー等を用いる。
【００２２】
　２１２、２１３は、ＡＣ／ＤＣコンバータであり、ＤＣ／ＤＣコンバータ２０９にＤＣ
電力を供給する。２１４、２１５は、ダイオードである。ダイオード２１４、２１５は、
ＤＣ／ＤＣコンバータ２０９に対してコネクタ２０３から供給されるＡＣ電力とコネクタ
２０４から供給されるＡＣ電力のどちらかを供給する際、ＡＣ／ＤＣコンバータ２１２、
２１３でＤＣ電力化された後の、お互いのＤＣ電流が他方に流れ込まないようにする。
【００２３】
　２１６は、音源信号１０５を伝送するためのデータ伝送路であると同時に、各機器間で
通信を行うための双方向の伝送路である。
【００２４】
　２１７は、ＡＣ電源コード１０９から供給されるＡＣ電力の電圧値を測定するための伝
送路である。２１８は、コネクタ２０４経由でアクティブスピーカから供給されるＡＣ電
力の電圧を測定するための伝送路である。伝送路２１７、２１８はそれぞれ電圧測定部２
０８に接続されている。
【００２５】
　２１９は、電圧測定部２０８で各ＡＣ電力の電圧値を測定した結果を制御部２０７に送
信するための制御線である。
【００２６】
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２２０、２２１は、それぞれリレー２１０、２１１の開閉又は接点の切り替えを制御部２
０７が制御するための制御線である。２２２は、制御部２０７がデータ処理部２０６を制
御するための制御線である。
【００２７】
　図３は、図１のアクティブスピーカ１０２、１０３、１０４を詳細に示すブロック図で
ある。
【００２８】
　３０１は、オーディオコントローラ１０１から音源信号１０５を受信するため、又は、
他のアクティブスピーカから音源信号１０５を受信するためのケーブルを接続するコネク
タである。３０２は、他のアクティブスピーカへ音源信号１０５（及び通信信号）を伝送
するためのケーブルを接続するコネクタである。
【００２９】
　３０３は、オーディオコントローラ１０１又は他のアクティブスピーカからＡＣ電力を
供給してもらうため、或いは、オーディオコントローラ１０１又は他のアクティブスピー
カへＡＣ電力を供給するためのケーブルを接続するコネクタである。３０４は、他のアク
ティブスピーカからＡＣ電力を供給してもらうため、或いは、他のアクティブスピーカへ
ＡＣ電力を供給するためのケーブルを接続するコネクタである。また、コネクタ３０３、
３０４を介して接続される装置が本発明の第１の外部装置、第２の外部装置の一例となる
。
【００３０】
　なお、図２と同様、コネクタ３０１と３０３、コネクタ３０２と３０４にそれぞれ接続
されるケーブルは図１に示したように、別々でも構わないが、ここでは一体型とし、コネ
クタで分かれているもととして説明する。但し、コネクタ３０１と３０３、コネクタ３０
２と３０４がそれぞれ一つのコネクタで構成されていても構わない。
【００３１】
　３０５は、ＡＣ電源コードであり、ＡＣコンセントから供給される商用電力を伝送する
。３０６は、ＡＣ電源コード３０５を接続するためのコネクタ（ＡＣインレット）である
。
【００３２】
　３０７は、機器内部の電気部品にＤＣ電力を供給するためのＡＣ／ＤＣコンバータであ
る。３０８は、音源信号を処理するためのデータ処理部であり、ＡＣ／ＤＣコンバータ３
０７から供給される電力で動作する。
【００３３】
　３０９は、制御部であり、データ処理部３０８や機器内部のＡＣ電力の供給・停止を制
御する。３１０は電圧測定部であり、機器内のＡＣ電力の電圧を測定する。
【００３４】
　３１１は、ＤＣ／ＤＣコンバータであり、制御部３０９、電圧測定部３１０にＤＣ電力
を供給する。
【００３５】
　３１２は、コネクタ３０３から供給したＡＣ電力をコネクタ３０４に供給・停止する、
またはその逆で、コネクタ３０４から供給したＡＣ電力をコネクタ３０３に供給・停止す
るためのスイッチであり、一点接点（ＯＮ／ＯＦＦ）方式のリレー等を用いる。
【００３６】
　３１３は、コネクタ３０３又はコネクタ３０４から供給したＡＣ電力をＡＣ／ＤＣコン
バータ３０７へ供給するために切り替えるためのスイッチであり、２点接点方式のリレー
等を用いる。
【００３７】
　３１４は、コネクタ３０６から供給されたＡＣ電力をコネクタ３０３、３０４へ供給・
停止するためのスイッチであり、一点接点（ＯＮ／ＯＦＦ）方式のリレー等を用いる。
【００３８】
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　３１５は、コネクタ３０６から供給されるＡＣ電力とコネクタ３０３又は３０４から供
給されるＡＣ電力のどちらかをＡＣ／ＤＣコンバータ３０７に供給するためのスイッチで
あり、２点接点方式のリレー等を用いる。
【００３９】
　３１６、３１７、３１８は、ＡＣ／ＤＣコンバータであり、ＤＣ／ＤＣコンバータ３１
１にＤＣ電力を供給する。３１９、３２０、３２１は、ダイオードであり、ＤＣ／ＤＣコ
ンバータ３１１へコネクタ３０３、３０４、３０６で供給されるＡＣ電力がＡＣ／ＤＣコ
ンバータ３１６、３１７、３１８でＤＣ電力化された後の、お互いの電流が他方に流れ込
まないようにする。
【００４０】
　３２２は、音源信号１０５を伝送するためのデータ伝送路であると同時に、各機器間で
通信を行うための双方向の伝送路である。
【００４１】
　３２３は、コネクタ３０３から供給されるＡＣ電力の電圧値を測定するための伝送路で
ある。３２４は、コネクタ３０６から供給されるＡＣ電力の電圧値を測定するための伝送
路である。３２５は、コネクタ３０４経由でアクティブスピーカから供給されるＡＣ電力
の電圧値を測定するための伝送路である。これら３つの伝送路は、電圧測定部３１０に接
続されている。
【００４２】
　３２６は、電圧測定部３１０で各ＡＣ電力の電圧を測定した結果を制御部３０９に送信
するための制御線である。
【００４３】
　３２７、３２８、３２９、３３０はそれぞれ、リレー３１２、３１３、３１４、３１５
の開閉又は接点の切り替えを制御部３０９が制御するための制御線である。３３１は、制
御部３０９がデータ処理部３０８を制御するための制御線である。
【００４４】
　なお、図１に示した接続形態において、アクティブスピーカ１０２、１０３にはＡＣ電
源コード３０５が接続されていないものとする。また、アクティブスピーカ１０４はアク
ティブスピーカ１０３と接続されているが、もう片方の接続コネクタ（音源信号コネクタ
３０２及びＡＣ電源コネクタ３０４）には何も接続されていない状態である。
【００４５】
　表１は、図２で示したオーディオコントローラ１０１のブロック図において、コネクタ
２０３と２０４から供給されるＡＣ電力の組み合わせと、リレー２１０、２１１の関係を
示した表である。表１に示すように、電力供給の組み合わせは全部で４通り（表１の（１
）から（４））である。
【００４６】
【表１】

【００４７】
　表１において、コネクタ２０３、２０４からＡＣ電力が供給される場合を１、供給され
ていない場合を０で表わしている。また、リレー２１０の状態は、ＯＮとＯＦＦの２値、
リレー２１１の状態は、ａ、ｂ、Ｘの３値で表わされる。
【００４８】
　ここで、aの状態は、図２に示すように、コネクタ２０３側に接続された状態である。
同様に、ｂの状態は、コネクタ２０４側に接続された状態である。
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【００４９】
　Ｘの状態は、コネクタ２０３、２０４から供給されている電力の電圧値の大きさによっ
て状態がａ、ｂのどちらかに時間とともに変わることを意味し、ある時間においてはａか
ｂのどちらかの接点に接触しているものとする。
【００５０】
　オーディオコントローラ１０１に電力が供給されていない状態、つまりコネクタ２０３
、２０４のいずれにもＡＣ電力が供給されていない場合（（１）の場合）、リレー２１０
はＯＦＦ状態で、リレー２１１はａ側に接続されているとする。
【００５１】
　同様に、コネクタ２０４のみにＡＣ電力が供給されている場合（（２）の場合）は、リ
レー２１０はＯＦＦ、リレー２１１はｂ側に接続される。
【００５２】
　コネクタ２０３のみにＡＣ電力が供給されている場合（（３）の場合）は、リレー２１
０はＯＮ、リレー２１１はａ側に接続される。
【００５３】
　コネクタ２０３、２０４の両方ともにＡＣ電力が供給されている場合（（４）の場合）
、リレー２１０はＯＦＦ、リレー２１１はコネクタ２０３、２０４から供給されるＡＣ電
力の電圧値の高い方に接続される。つまり、コネクタ２０３から供給されるＡＣ電力の電
圧値の方が高ければａ側、コネクタ２０４から供給されるＡＣ電力の電圧値の方が高けれ
ばｂ側に接続される。
【００５４】
　表２は、図３で示した、アクティブスピーカのブロック図において、コネクタ３０３、
３０４、３０６から供給されるＡＣ電力の組み合わせと、リレー３１２、３１３、３１４
、３１５の関係を示した表である。表２に示す電力供給の組み合わせは全部で８通り（表
２の（１）から（８））である。
【００５５】
【表２】

【００５６】
　表２において、コネクタ３０３、３０４、３０６からＡＣ電力が供給される場合を１、
供給されない場合を０で表わしている。また、リレー３１２、３１４の状態は、ＯＮとＯ
ＦＦの２値、リレー３１３、３１５の状態は、ａ、ｂ、Ｘの３値で表わされる。
【００５７】
　ここで図３に示すとおり、リレー３１３においてａの状態はコネクタ３０３側、ｂの状
態はコネクタ３０４側に接続される。同様に、リレー３１５においてａの状態はコネクタ
３０６側、ｂの状態はリレー３１３側に接続される。Ｘの状態は、ａ又はｂのどちらかで
あるが、そのときの条件である各コネクタから供給される電力の電圧値の大きさによって
左右され、一義的には決まらない。
【００５８】
　アクティブスピーカに電力が供給されていない状態の場合（（１）の場合）、リレー３
１２の状態はＯＦＦ、リレー３１３の状態はａ側、リレー３１４の状態はＯＦＦ、リレー
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３１５の状態はａ側にそれぞれ接続されているものとする。
【００５９】
　次に、コネクタ３０６のみからＡＣ電力が供給されている場合（（２）の場合）、リレ
ー３１２はＯＮ、リレー３１３はａ側、リレー３１４はＯＮ、リレー３１５はａ側にそれ
ぞれ接続される。
【００６０】
　コネクタ３０４のみからＡＣ電力が供給される場合（（３）の場合）、リレー３１２は
ＯＮ、リレー３１３はｂ側、リレー３１４はＯＦＦ、リレー３１５はｂ側にそれぞれ接続
される。
【００６１】
　コネクタ３０４、３０６からＡＣ電力が供給される場合（（４）の場合）、双方の電力
の電圧値の大きさによってリレーの接続位置が異なる。コネクタ３０４の電圧値＞コネク
タ３０６の電圧値ならば、リレー３１２はＯＮ、リレー３１３はｂ側、リレー３１４はＯ
ＦＦ、リレー３１５はｂ側にそれぞれ接続される。逆に、コネクタ３０４の電圧値＜コネ
クタ３０６の電圧値ならば、リレー３１２はＯＦＦ、リレー３１３はａ側、リレー３１４
はＯＮ、リレー３１５はａ側にそれぞれ接続される。
【００６２】
　コネクタ３０３のみからＡＣ電力が供給される場合（（５）の場合）、リレー３１２は
ＯＮ、リレー３１３はａ側、リレー３１４はＯＦＦ、リレー３１５はｂ側にそれぞれ接続
される。
【００６３】
　コネクタ３０３、３０６からＡＣ電力が供給される場合（（６）の場合）、双方の電力
の電圧値の大きさによってリレーの接続位置が異なる。コネクタ３０３の電圧値＞コネク
タ３０６の電圧値ならば、リレー３１２はＯＮ、リレー３１３はａ側、リレー３１４はＯ
ＦＦ、リレー３１５はｂ側にそれぞれ接続される。逆に、コネクタ３０４の電圧値＜コネ
クタ３０６の電圧値ならば、リレー３１２はＯＦＦ、リレー３１３はｂ側、リレー３１４
はＯＮ、リレー３１５はａ側にそれぞれ接続される。
【００６４】
　コネクタ３０３、３０４からＡＣ電力が供給される場合（（７）の場合）、リレー３１
２はＯＦＦ、リレー３１３は電圧の高いコネクタ側（コネクタ３０３側の電位の方が高け
ればａ側、コネクタ３０４側の電位の方が高ければｂ側）にそれぞれ接続される。また、
リレー３１４はＯＦＦ、リレー３１５はｂ側にそれぞれ接続される。
【００６５】
　最後に、コネクタ３０３、３０４、３０６の全てにＡＣ電力が供給されている場合（（
８）の場合）、各電位の値によってリレーの接続位置が異なる。コネクタ３０３の電圧値
が一番高い場合、リレー３１３はａ側、リレー３１５はｂ側に接続される。コネクタ３０
４の電圧値が一番高い場合、リレー３１３はｂ側、リレー３１５はｂ側に接続される。コ
ネクタ３０６の電圧値が一番高い場合、リレー３１３はどちらでも構わないが初期設定が
ａ側なので、ａ側に接続し（（１）の場合の設定が初期設定）、リレー３１５はａ側に接
続される。尚、リレー３１２、３１４の双方ともどの電圧値が高くてもＯＦＦに接続され
る。
【００６６】
　以上のように、各ＡＣ電力の電圧値によりリレーを切り替えることにより、オーディオ
コントローラ１０１、アクティブスピーカ１０２～１０４のそれぞれにおいて、内部回路
に供給されるＡＣ電力として一番電圧値が高い電力が使用されることになる。
【００６７】
　図４は、図１におけるオーディオコントローラ１０１、アクティブスピーカ１０２～１
０４の、全ての機器の動作を示すフローチャートである。各機器は、ＤＣ／ＤＣコンバー
タ２０９又は３１１がダイオード２１４、２１５又は３１９、３２０、３２１経由でＡＣ
電力を受けた時点で処理を開始する（ステップＳ４０１）。以下に、図２、図３も併せ用
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いて各機器の処理を詳細に説明する。
【００６８】
　ステップＳ４０２では、図２、図３におけるＤＣ／ＤＣコンバータ回路部２０９、３１
１は、それぞれのダイオード経由でＤＣ電力が供給され、ＡＣＤＣ電力を制御部２０７、
３０９、電圧測定部２０８、３１０のそれぞれの電源電圧に合ったＤＣ電力に変換する。
【００６９】
　ステップＳ４０３では、各制御部２０７、３０９及び各電圧測定部２０８、３１０にＤ
Ｃ電力が供給される。
【００７０】
　ステップＳ４０４では、ステップＳ４０３で電力供給を受けて起動した各制御部２０７
、３０９は、それぞれのコネクタ２０４、３０３、３０４にＡＣ電源ケーブルが接続され
ているかを検出する。なお、この検出部については図示していない。接続検出方法は公知
の技術である、コネクタの一部にかかる電圧がケーブルが挿さることにより変化し、各制
御部でその電圧値を測定して接続検出する方法等がある。
【００７１】
　ステップＳ４０５では、制御部２０７、３０９は、不図示の検出部において接続が検出
されたか否かを判定する。接続が検出された場合、処理は次のステップＳ４０６に進み、
接続が検出されなかった場合、処理はステップＳ４１８に進み、本フローチャートを終了
する。
【００７２】
　ステップＳ４０６では、各電圧測定部２０８、３１０は、電圧測定のための伝送路２１
７、２１８、３２３、３２４、３２５を用いて、各コネクタ２０１、２０３、２０４、３
０３、３０４、３０６から供給される電力の電圧値を測定する。
【００７３】
　ステップＳ４０７では、制御部２０７、３０９は、ステップＳ４０６の測定の結果、自
身のＡＣインレット（２０３、３０６）にＡＣ電力が供給されているかどうかを判別する
。供給されていれば、処理はステップＳ４０８に進み、供給されていなければ、処理はス
テップＳ４１３に進む。
【００７４】
　ステップＳ４０８では、制御部２０７、３０９は、ステップＳ４０６の測定の結果、Ａ
Ｃインレット以外から電力が供給されているかどうかを判別する。ＡＣインレット以外か
ら電力が供給されていれば、処理はステップＳ４０９に進み、ＡＣインレット以外から電
力が供給されていなければ、処理はステップＳ４１４に進む。
【００７５】
　ステップＳ４０９では、制御部２０７、３０９は、ＡＣインレットに供給されたＡＣ電
力と他のコネクタから供給されたＡＣ電力とを比較する。ＡＣインレットから供給された
ＡＣ電力の電圧値が高ければ、処理はステップＳ４１０に進み、そうでなければ、処理は
ステップＳ４１５に進む。
【００７６】
　ステップＳ４１０では、制御部２０７、３０９は、ＡＣ電力の供給を受けている他の機
器に対して、そのＡＣ電力の供給の停止と、自装置からＡＣ電力を供給することを通信線
２１６、３２２を介して要求する。
【００７７】
　ステップＳ４１１では、制御部２０７、３０９は、ステップＳ４１０の要求に対する回
答の有無を判定する。回答があれば、処理はステップＳ４１２に進み、回答がなければ、
処理はステップＳ４１０に戻り、要求を繰り返す。
【００７８】
　ステップＳ４１２では、制御部２０７、３０９は、各リレーを切り替え、他の機器に対
してＡＣ電力を供給し、次のステップＳ４１８で本フローチャートを終了する。
【００７９】
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　ステップＳ４０７からステップＳ４１３に処理が進んだ場合、ステップＳ４１３では、
制御部２０７、３０９は、他の機器からＡＣ電力の供給を受けられるように各リレーを表
１又は表２に則って切り替える。そして、他の機器からＡＣ電力を受給後、ステップＳ４
１８で本フローチャートを終了する。
【００８０】
　ステップＳ４０８からステップＳ４１４に処理が進んだ場合、ステップＳ４１４では、
制御部２０７、３０９は、他の機器に対してＡＣ電力を供給するように各リレーを表１又
は表２に則って切り替える。そして、他の機器に対してＡＣ電力を供給し、ステップＳ４
１８で本フローチャートを終了する。
【００８１】
　ステップＳ４０９からステップＳ４１５に処理が進んだ場合、ステップＳ４１５では、
制御部２０７、３０９は、他の機器からＡＣ電力の供給を受けられるように各リレーを表
１又は表２に則って切り替える。これにより、データ処理部２０６、３０８の電力は他の
機器から供給されることになる。
【００８２】
　ステップＳ４１６では、制御部２０７、３０９は、他の機器に対して電力供給を続ける
ように要求する。ステップＳ４１７では、制御部２０７、３０９は、要求に対する他の機
器からの応答の有無を判定する。他の機器からの応答があれば、処理はステップＳ４１８
に進み、本フローチャートを終了する。一方、他の機器からの応答がなければ、処理はス
テップＳ４１６に戻り、要求を繰り返す。
【００８３】
　図５は、図１に示す２．１チャンネルのスピーカシステムにおいて、各機器が図４に示
す処理を終えた後に実行される処理を示すフローチャートである。以下、本処理の詳細を
説明する。
【００８４】
　本フローチャートのステップＳ５０１は、図４に示すフローチャートがステップＳ４１
８で終了した後に開始される。
【００８５】
　ステップＳ５０２では、オーディオコントローラ１０１、アクティブスピーカ１０２～
１０４内の制御部２０７、３０９は、電圧測定部２０８、３１０から各コネクタから供給
されるＡＣ電力の電圧値情報を受ける。
【００８６】
　ステップＳ５０３では、制御部２０７、３０９は、ステップＳ５０２で受けたＡＣ電力
の電圧値情報から、複数のコネクタからＡＣ電力が供給されているかどうかを判別する。
ＡＣ電力が供給されているコネクタが複数あれば、処理はステップＳ５０４に進み、そう
でなければ、処理はステップＳ５０２に戻り繰り返す。
【００８７】
　ステップＳ５０４では、制御部２０７、３０９は、データ処理部２０６、３０８が現在
使用しているＡＣ電力の電圧値が他の使用していないＡＣ電力の電圧値よりも高いか否か
を判定する。データ処理部２０６、３０８が現在使用しているＡＣ電力の電圧値が他の使
用していないＡＣ電力の電圧値よりも高い場合、処理はステップＳ５０６に進む。データ
処理部２０６、３０８が現在使用しているＡＣ電力の電圧値が他の使用していないＡＣ電
力の電圧値よりも低い場合、処理はステップＳ５０５に進む。
【００８８】
　ステップＳ５０５では、制御部２０７、３０９は、他の使用していないＡＣ電力に切り
替えるため、表１又は表２に則って各リレーを切り替える。
【００８９】
　ステップＳ５０６では、制御部２０７、３０９は、データ処理部２０６、３０８が現在
使用しているＡＣ電力と、使用していないＡＣ電力との電圧値を比較する。このとき、使
用していないＡＣ電力の電圧値は、機器内部のデータ処理部２０６、３０８を含めた負荷
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部が消費する電力量を加味した電圧値で計算するものとする。言い換えれば、使用してい
る電力の電圧値と、使用していない電力の入力電圧値から内部での電圧降下値を減じた値
と、の比較を行う。比較した結果、その電圧差分が予め設定した電圧値以上（所定値以上
）の差分があり、且つ使用していないＡＣ電力の電圧値の方が低ければ、処理はステップ
Ｓ５０７に進む。比較した結果、電圧差が所定値以上でなければステップ５０２に戻る。
このようにステップ５０２からＳ５０６の処理を定期的に繰り返す。
【００９０】
　ステップＳ５０７では、制御部２０７、３０９は、使用していないＡＣ電力の供給元で
ある他の機器に対して電力の供給を停止する旨の電力停止要求を出すとともに、自装置か
ら電力を供給する旨の電力供給要求を出す。ステップＳ５０８では、制御部２０７、３０
９は、ステップＳ５０７に対する他の機器からの応答の有無を判定する。他の機器からの
応答がなければ、処理はステップＳ５０７に戻り、他の機器からの応答があれば、処理は
ステップＳ５０９に進む。
【００９１】
　ステップＳ５０９では、制御部２０７、３０９は、他の機器に対してＡＣ電力を供給し
、ステップＳ５１０で本フローチャートを終了する。
【００９２】
　尚、本実施形態では、図２に示す電圧測定部２０８、図３に示す電圧測定部３１０によ
って夫々測定した電圧値を用いて複数の供給電力の切り替えを行っている。但し、電圧値
の他に電流値や力率値等を測定し、その値の差によって供給電力の切り替えを行っても構
わない。
【００９３】
　以上説明したように、各機器は、他の機器へＡＣ電力を供給するか又は他の機器からＡ
Ｃ電力を供給される。本実施形態においては、オーディオコントローラ１０１とアクティ
ブスピーカ１０４はＡＣ電力がＡＣインレットから供給されている。アクティブスピーカ
１０２、１０３のそれぞれは、オーディオコントローラ１０１又はアクティブスピーカ１
０４からＡＣ電力の供給を受ける。この場合、アクティブスピーカ１０２又は１０３のど
ちらかはＡＣ電力を他の機器から受け、その受けたＡＣ電力を他の機器に対して供給して
おり、図３に示すリレー３１２をＯＮすることにより、受けたＡＣ電力を他の機器に対し
て供給している。
【００９４】
　アクティブスピーカ１０２又は１０３のもう一方の機器は、他の２つの機器からＡＣ電
力の供給を受けることになる。そのとき、図３に示すリレー３１２はＯＦＦ、また、供給
されているＡＣ電力のうち、使用するＡＣ電力の方にリレー３１５のスイッチは接触して
おり、他の使用していないＡＣ電力は、リレー３１５のスイッチの接触していない方とな
る。このように他の機器から複数のＡＣ電力の供給を受けている機器は、図５のフローチ
ャートで示したように、ステップＳ５０２からステップＳ５０６をループすることにより
絶えず複数のＡＣ電力を監視している。２つのＡＣ電力の電圧差が予め決めた電位差より
も拡がった場合には、使用していないＡＣ電力の供給を止めるように他の機器を制御し、
逆にその機器に対してＡＣ電力を供給することにより、ＡＣ電力を供給する機器、ＡＣ電
力が供給される機器が入れ替わる。このように本システムにおいては、複数のＡＣ電力が
供給される機器は、システムの中で一つだけである。その機器が絶えず複数のＡＣ電力を
監視することによって各機器がより高い電圧値のＡＣ電力で動作するようになる。
【００９５】
＜第２の実施形態＞
　次に、本発明の第２の実施形態について説明する。図６は、本発明の他の第２の実施形
態に係る電力供給システムの構成を示す図である。２１０１は、第一のＡＣ電源２１０７
と接続され、デイジーチェーン接続された下位機器に電力を供給する制御器である。２１
０２、２１０３は、制御器２１０１とデイジーチェーン接続され、電力の供給を受ける受
電機器である。２１０４、２１０５は、２１０２、２１０３と同様に上位機器から電力の
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供給を受ける受電機器である。２１０６は電力を供給するための電力線である。２１１０
は、２１０２～２１０４と同様の受電機器であるが、第二のＡＣ電源２１１１とも接続さ
れる点で異なる。なお、受電機器２１１０は、本発明の情報処理装置の一適用例となる構
成である。なお、受電機器２１１０の第二のＡＣ電源２１１１から電力の供給を受ける構
成は、請求項１に係る発明の第１の電力受給手段の一適用例となる構成である。なお、電
源線２１０６は、本発明の電力供給手段の一適用例となる構成である。
【００９６】
　図７は、本実施形態に係る電力供給システムの受電機器２１１０の構成を示すブロック
図である。２２０１は、受電機器２１１０の制御を行う中央演算装置である。２２０２は
、各ポイントの電圧を検出する電圧検出部である。２２０３は、受電機器２１１０の内部
の電圧降下値等を記憶するメモリである。２２０４は、電圧降下値を入力する入力装置で
ある。２２０５は、上位機器からの入力電力と第二のＡＣ電源の何れかを選択するリレー
及び下位機器に供給する電力を選択するリレーをドライブするリレードライバ部である。
２２０６は、上位機器からの入力電力の電圧値を測定する電圧検出Ａ部である。２２０７
は、第二のＡＣ電源の電圧値を測定する電圧検出Ｂ部である。
【００９７】
　２２０８は、受電機器２１１０の内部の駆動電力を供給する内部用電源ユニットである
。２２０９は、入力電力の切り替えを行うリレー接点である。２２１０は、下位機器への
供給電力の切替えを行なうリレー接点である。２２１１は、下位機器への供給を行う電力
の電圧測定ポイント（出力電圧ＣＰ）である。２２１２は、上位機器との接続を行う接続
コネクタである。コネクタ２２１２は、請求項１に係る発明の第２の電力受給手段の一適
用例となる構成である。また、内部用電源ユニット２２０８は、本発明の電力消費系統の
一例である。
【００９８】
　図８は、本発明の第２の実施形態における動作を示すフローチャートである。図９－１
乃至図９－４は、下位機器から供給される電力の電圧値、当該電圧値から受電機器２１１
０の内部の電圧降下値を減じた電圧値、第二のＡＣ電源２１１１から供給される電力の電
圧値、当該電圧値から受電機器２１１０の内部の電圧降下値を減じた電圧値をグラフで示
す図である。図１０－１乃至図１０－４は、図９－１乃至図９－４に示す各電圧値におけ
る電力供給の動作を説明するための図である。表３は、受電機器２１１０の内部動作電力
と下位機器への供給電力の選択方法を一覧にした表である。
【００９９】
　以下、これらの図及び表を用いて本発明の第２の実施形態の動作を説明する。図６にお
いて、第一のＡＣ電源２１０７が接続された制御器２１０１から順にデイジーチェーン接
続された下位の受電機器２１０２～２１０５に電力供給を行う。デイジーチェーン接続さ
れた受電機器においてもＡＣ電力を接続することができる。この例では、受電機器２１１
０に第二のＡＣ電源２１１１が接続されている場合について説明する。
【０１００】
　この受電機器２１１０より下位に接続された受電機器２１０４、２１０５は、制御器２
１０１に具備された第一のＡＣ電源２１０７からの電力と、受電機器２１１０に接続され
た第二のＡＣ電源２１１１からの電力とのどちらも供給可能である。第二のＡＣ電源２１
１１が接続された受電機器２１１０は、機器内部の動作電力、下位機器２１０４、２１０
５に供給する電力をそれらの電圧により自由に変更、組み合わせることができる。
【０１０１】
　ＡＣ電源が接続されていない受電機器においては、上位機器から供給された電力を内部
の動作電力として自機器内で消費し、同一の電力を下位機器に供給することしかできない
。
【０１０２】
　受電機器２１１０の内部動作電力は、上位機器からの供給電力の電圧値と第二のＡＣ電
源２１１１の電圧値とを比較し、高い電圧値の電力を内部動作電力として選択する。下位
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機器へ供給する電力は、選択された内部動作電力が内部での電圧降下により、内部動作電
力として選択されなかった方の電力より電圧が低くなる場合には、内部動作電力として選
択されなかった方の電力が選択される。
【０１０３】
　ここで各電圧の記号の説明を行う。Ｖ１は、上位機器から供給される電力の受電機器２
１１０の入力電圧である。Ｖ２は、受電機器２１１０に接続された第二のＡＣ電源２１１
１の入力電圧である。Ｖ０は、受電機器２１１０内の電圧降下値である。Ｖａは、上位の
受電機器から供給される電力で内部動作を行った場合における、内部の電圧降下値Ｖ０を
入力電圧Ｖ１から減じた受電機器２１１０の出力電圧である。Ｖｂは、第二のＡＣ電源２
１１１から供給される電力で内部動作を行った場合における、内部の電圧降下値Ｖ０を第
二のＡＣ電源２１１１の電圧値Ｖ２から減じた受電機器の出力電圧である。電源の組合せ
を表３に示す。
【０１０４】
【表３】

【０１０５】
　第二のＡＣ電源２１１１が接続される受電機器２１１０のブロック図（図７）において
、受電機器２１１０内部のリレー接点、コイルの直流抵抗、スイッチの接触抵抗、接続電
線の抵抗値等と、受電機器２１１０内部での消費電流量を予め測定しておく。この測定し
た値から受電機器２１１０の電圧降下値Ｖ０を入力装置２２０４を用いて予め設定してお
く。このデータは中央演算装置２２０１経由でメモリ２２０３に蓄積される（ステップＳ
２３０１）。これにより、受電機器２１１０内部における電圧降下値が設定される。
【０１０６】
　次に、電圧検出Ａ部２２０６は、接続コネクタ２２１２に接続線２１０６で接続される
受電機器から供給される電力の電圧を測定する（ステップＳ２３０２）。この電圧値がＶ
１である。中央演算装置２２０１は、入力電圧値Ｖ１から受電機器２１１０内部での電圧
降下値Ｖ０を減じた電圧値Ｖａをメモリ２２０３に記憶する（ステップＳ２３０３）。
【０１０７】
　次に、電圧検出Ｂ部２２０７は、第二のＡＣ電源２１１１が接続されているか否かを判
定する（ステップＳ２３０４）。このとき、電圧値がゼロの場合は第二のＡＣ電源２１１
１が接続されていないと判断され、自機器２１１０を含む下位の受電機器２１０４、２１
０５は自機器２１１０の上位の受電機器から供給された電力で動作することになる（ステ
ップＳ２３０５）。
【０１０８】
　一方、第二のＡＣ電源２１１１が接続されていると判定された場合、電圧検出Ｂ部２２
０７は、第二のＡＣ電源２１１１から供給される電力の電圧値（Ｖ２）を検出する（ステ
ップＳ２３０６）。続いて、中央演算装置２２０１は、入力電圧値Ｖ２から受電機器２１
１０内部での電圧降下値Ｖ０を減じた電圧値Ｖｂをメモリ２２０３に記憶する（ステップ
Ｓ２３０７）。
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【０１０９】
　次に、受電機器２１１０の内部で使用する電力、下位の受電機器に供給する電力として
どの電力を使用するかを選択する方法について説明する。
【０１１０】
　自機器２１１０内部で使用する電力の選択は、上位機器から供給される電力と第二のＡ
Ｃ電源２１１１から供給される電力のうち電圧の高い方を選択する。以下、その手順につ
いて説明する。
【０１１１】
　まず、電流供給リレーＳＷ１００＿２２１３をＯＦＦにしておく。これは、下位の受電
機器に電力を供給してしまうと下位機器の負荷により電圧降下が発生してしまうのを避け
るとともに、電流が流れることによる危険を回避するためである。
【０１１２】
　ＳＷ０＿２２０９は、内部に電圧が供給されていない状態では、図７の（１）側に接続
され、受電機器２１１０内部の電圧が供給された後も中央演算装置２２０１からの制御が
ない限り保持される回路が付されている。上位機器からの電力供給ケーブル２１０６がコ
ネクタ２２１２に接続され、電力が供給される。これに伴い、内部用電源ユニット２２０
８に電力が供給される。受電機器２１１０は内部用電源ユニット２２０８から供給される
電力で中央演算装置２２０１等の内部回路の動作を開始する。中央演算装置２２０１は電
圧検出Ａ部２２０６を駆動させ、上位機器から供給される電力の電圧（Ｖ１）を検出し、
電圧検出部２２０２により中央演算装置２２０１に通知される。
【０１１３】
　次に、第二のＡＣ電源２１１１の電圧検出を電圧検出Ｂ部２２０７で行う。このとき、
ＳＷ０＿２２０９は、図７の（１）側に接続した状態で構わない。中央演算装置２２０１
は電圧検出Ｂ部２２０７を駆動させ、第二のＡＣ電源２１１１から供給される電力の電圧
（Ｖ２）を検出し、電圧検出部２２０２により中央演算装置２２０１に通知される。
【０１１４】
　中央演算装置２２０１は、電圧検出Ａ部２２０６及び電圧検出Ｂ部２２０７で検出され
た電圧を比較する。比較後、電圧の高い方を内部の動作電力として使用する。
【０１１５】
　中央演算装置２２０１は、上位機器からの入力電圧値Ｖ１、第二のＡＣ電源２１１１か
らの入力電圧値Ｖ２から、受電機器２１１０の内部の予め設定された電圧降下値Ｖ０を減
じる。
【０１１６】
　上位機器からの入力電圧値Ｖ１から受電機器２１１０の内部の電圧降下値Ｖ０を減じた
電圧値をＶａとし、ＡＣ電源２１１１からの入力電圧値Ｖ２から内部の電圧降下値Ｖ０を
減じた電圧をＶｂとする。この値はメモリ２２０３に蓄積される。Ｖａ、Ｖｂは出力電圧
ＣＰ＿２２１１とすることができる。これら計算された値から下位機器へ供給する電力を
選択する。
【０１１７】
　各電圧値の高低で下位機器に供給する電力、受電機器２１１０が内部で使用する電力の
動作に関して説明する。中央演算装置２２０１は、メモリ２２０３に保持された各電圧Ｖ
１、Ｖ２、Ｖａ、Ｖｂがどのような関係にあるかを判定する（ステップＳ２３０８）。
【０１１８】
　図９－１に示すように、Ｖ１＞Ｖ２、Ｖａ＞Ｖ２の関係にある場合（ステップＳ２３０
９）、中央演算装置２２０１は、受電機器２１１０内部の使用電力としてＶ１を使用し、
下位機器への供給電力としてＶａを供給する。この関係は、上位機器から供給される電力
の電圧値Ｖ１が第二のＡＣ電源２１１１から供給される電力の電圧値Ｖ２より高い場合で
、且つ電圧値Ｖ１から受電機器２１１０内部の電圧降下値Ｖ０を減じても、第二のＡＣ電
源２１１１から供給される電圧値Ｖ２より電圧値が高い関係にあることを意味する。供給
電力を決定した後、中央演算装置２２０１はＳＷ０＿２２０９、ＳＷ１＿２２１０ともに
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（１）側にセットする（ステップＳ２３１０）。このようにすることで、受電機器２１１
０内部で使用する電力の電圧値Ｖ１及び下位機器に供給する電力の電圧値Ｖ１－Ｖ０（＝
Ｖａ）ともに高くすることが可能となる。
【０１１９】
　このときの具体的な電力の供給について図１０－１を用いて説明する。図１０－１に示
す各電圧の条件は飽くまで一例である。制御器２１０１に接続された第一のＡＣ電源２１
０７から供給される電力の電圧は１００Ｖである。また、供給された電力の電圧値は、受
電機器２１１０までデイジーチェーン接続された受電機器２１０２、２１０３の内部にお
いて電圧降下する。よって、受電機器２１０３から受電機器２１１０に供給される電力の
電圧値Ｖ１は９９Ｖとなる。
【０１２０】
　一方、受電機器２１１０に接続されたＡＣ電源２１１１から供給される電力の電圧値（
Ｖ２）は９５Ｖである。受電機器２１１０の内部の降下電圧値Ｖ０は０．５Ｖであるため
、Ｖａは９８．５Ｖ、Ｖｂは９４．５Ｖとなる。よって、受電機器２１１０における内部
の動作電圧はＶ１、下位機器への供給電力の電圧はＶａとなる。
【０１２１】
　また、図９－２に示すように、Ｖ１＞Ｖ２、Ｖ２＞Ｖａである場合（ステップＳ２３１
１）、受電機器２１１０における内部の動作電圧はＶ１を使用し、下位機器へは第二のＡ
Ｃ電源２１１１から供給される電圧Ｖ２の電力を供給する。この関係は、上位機器から供
給される電力の電圧値Ｖ１が第二のＡＣ電源２１１１から供給される電力の電圧値Ｖ２よ
り高い場合で、且つ電圧値Ｖ１から受電機器２１１０の内部の電圧降下値Ｖ０を減じると
、電圧値Ｖ２より低くなる関係を意味する。供給電力を決定した後、中央演算装置２２０
１はＳＷ０＿２２０９を（１）側、ＳＷ１＿２２１０を（２）側にセットする（ステップ
Ｓ２３１２）。このようにすることで、受電機器２１１０内部で使用する電力の電圧値Ｖ
１及び下位機器に供給する電力の電圧値Ｖ２をともに高くすることが可能となる。
【０１２２】
　このときの具体的な電力の供給について図１０－２を用いて説明する。図１０－２に示
す各電圧の条件は飽くまでも一例である。制御器２１０１に接続された第一のＡＣ電源２
１０７から供給される電力の電圧は１００Ｖである。また、供給された電力の電圧値は、
受電機器２１１０までデイジーチェーン接続された受電機器２１０２、２１０３の内部に
おいて電圧降下する。よって、受電機器２１０３から受電機器２１１０に供給される電力
の電圧値Ｖ１は９９Ｖとなる。
【０１２３】
　一方、受電機器２１１０に接続されたＡＣ電源２１１１から供給される電力の電圧値（
Ｖ２）は９８Ｖである。受電機器２１１０の内部の降下電圧値Ｖ０は２．０Ｖであるため
、Ｖａは９７Ｖ、Ｖｂは９６Ｖとなる。よって、受電機器２１１０における内部の動作電
圧はＶ１、下位機器への供給電力の電圧はＶ２となる。
【０１２４】
　また、図９－３に示すように、Ｖ２＞Ｖ１、Ｖ１＞Ｖｂである場合（ステップＳ２３１
３）、受電機器２１１０における内部の動作電力はＶ２を使用し、下位機器へはＶ１の電
力を供給する。この関係は、上位機器から供給される電力の電圧値Ｖ１が第二のＡＣ電源
２１１１から供給される電力の電圧値Ｖ２より低い場合で、且つ電圧値Ｖ２から受電機器
２１１０の内部の電圧降下値Ｖ０を減じると、電圧値Ｖ１より低くなる関係を意味する。
供給電力を決定した後、中央演算装置２２０１はＳＷ０＿２２０９を（２）側、ＳＷ１＿
２２１０を（１）側にセットする（ステップＳ２３１４）。このようにすることで、受電
機器２１１０内部で使用する電力の電圧値Ｖ２及び下位機器に供給する電力の電圧値Ｖ１
をともに高くすることが可能となる。
【０１２５】
　このときの具体的な電力の供給について図１０－３を用いて説明する。図１０－３に示
す各電圧の条件は飽くまでも一例である。制御器２１０１に接続された第一のＡＣ電源２
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１０７から供給される電力の電圧は１００Ｖである。また、供給された電力の電圧値は、
受電機器２１１０までデイジーチェーン接続された受電機器２１０２、２１０３の内部に
おいて電圧降下する。よって、受電機器２１０３から受電機器２１１０に供給される電力
の電圧値Ｖ１は９９Ｖとなる。
【０１２６】
　一方、受電機器２１１０に接続された第二のＡＣ電源２１１１から供給される電力の電
圧値（Ｖ２）は１００Ｖである。受電機器２１１０の内部の降下電圧値Ｖ０は２．０Ｖで
あるため、Ｖａは９７Ｖ、Ｖｂは９８Ｖとなる。よって、受電機器２１１０における内部
の動作電圧はＶ２、下位機器への供給電力の電圧はＶ１となる。
【０１２７】
　また、図９－４に示すように、Ｖ２＞Ｖ１、Ｖｂ＞Ｖ１である場合（ステップＳ２３１
５）、受電機器２１１０における内部の動作電力はＶ２を使用し、下位機器へはＶｂの電
力を供給する。この関係は、上位機器から供給される電力の電圧値Ｖ１が第二のＡＣ電源
２１１１から供給される電力の電圧値Ｖ２より低い場合で、且つ、電圧値Ｖ１が、電圧値
Ｖ２から受電機器２１１０内部の電圧降下Ｖ０を減じた電圧値Ｖｂより低い関係であるこ
とを意味する。供給電力を決定した後、中央演算装置２２０１はＳＷ０＿２２０９、ＳＷ
１＿２２１０共に図７の（２）側にセットする（ステップＳ２３１５）。このようにする
ことで、受電機器２１１０内部で使用する電力の電圧値Ｖ２及び下位機器に供給する電力
の電圧値Ｖ２－Ｖ０（＝Ｖｂ）ともに高くすることが可能となる。
【０１２８】
　このときの具体的な電力供給について、図１０－４を用いて説明する。図１０－４に示
す各電圧の条件は飽くまでも一例である。制御器２１０１に接続された第一のＡＣ電源２
１０７から供給される電力の電圧は９９Ｖである。また、供給された電力の電圧値は、受
電機器２１１０までデイジーチェーン接続された受電機器２１０２、２１０３の内部にお
いて電圧降下する。よって、受電機器２１０３から受電機器２１１０に供給される電力の
電圧値Ｖ１は９８Ｖとなる。
【０１２９】
　一方、受電機器２１１０に接続された第二のＡＣ電源２１１１から供給される電力の電
圧値（Ｖ２）は９９Ｖである。受電機器２１１０の内部の降下電圧値Ｖ０は０．５Ｖであ
るため、Ｖａは９７．５Ｖ、Ｖｂは９８．５Ｖとなる。よって、受電機器２１１０におけ
る内部の動作電圧はＶ２、下位機器への供給電力の電圧はＶｂとなる。
【０１３０】
　これらの例は、供給される電力のうち電圧の高い方を受電機器２１１０内で使用する例
を記したが、自機器内は低い方の電力を使用し、下位機器には高い方の電力を供給するこ
とも、上述した本実施形態と同様の構成と動作手順で容易に実現できる。
【０１３１】
　また、上述の電圧の検出はシステム立上げ時を想定しているが、電圧検出をリアルタイ
ムに行うことも可能であり、電圧の変化、上位機器の消費電流の変化等に柔軟に対応する
ことが可能である。
【０１３２】
　上述した実施形態においては、伝送路を介して複数の機器から供給される電力のうちの
高い方の電圧、又は、伝送路を介して機器から供給される電力とＡＣ電源から供給される
電力のうちの高い方を内部で使用するように構成している。従って、伝送路の長さによる
電圧降下を考慮した上で最適な電力を使用することが可能となるため、伝送路を介して電
力を供給するシステム全体として安定した動作を行うことができる。
【０１３３】
　また、現在内部で使用されている電力が内部での電圧降下により現在内部で使用されて
いない電力より低くなる場合、内部の電力消費系統を介さずに現在内部で使用されていな
い電力を下位の機器に供給するように構成している。従って、自装置内で発生した電圧降
下の影響を排除した電力を下位の機器に供給することが可能となるため、電力が供給され
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る装置（下位の機器）は安定した動作を行うことができる。
【０１３４】
　上述した本発明の実施形態を構成する各手段及び各ステップは、コンピュータのＲＡＭ
やＲＯＭ等に記憶されたプログラムが動作することによって実現できる。このプログラム
及び前記プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体は本発明に含まれる
。
【０１３５】
　また、本発明は、例えば、システム、装置、方法、プログラムもしくは記録媒体等とし
ての実施形態も可能であり、具体的には、一つの機器からなる装置に適用してもよい。
【０１３６】
　なお、本発明は、上述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムを、シ
ステム又は装置に直接、又は遠隔から供給する。そして、そのシステム又は装置のコンピ
ュータが前記供給されたプログラムコードを読み出して実行することによっても達成され
る場合を含む。
【０１３７】
　従って、本発明の機能処理をコンピュータで実現するために、前記コンピュータにイン
ストールされるプログラムコード自体も本発明を実現するものである。つまり、本発明は
、本発明の機能処理を実現するためのコンピュータプログラム自体も含まれる。その場合
、プログラムの機能を有していれば、オブジェクトコード、インタプリタにより実行され
るプログラム、ＯＳに供給するスクリプトデータ等の形態であってもよい。
【０１３８】
　また、コンピュータが、読み出したプログラムを実行することによって、前述した実施
形態の機能が実現される。更に、そのプログラムの指示に基づき、コンピュータ上で稼動
しているＯＳ等が、実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によっても前述した実施
形態の機能が実現され得る。
【０１３９】
　更に、その他の方法として、まず記録媒体から読み出されたプログラムが、コンピュー
タに挿入された機能拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメ
モリに書き込まれる。そして、そのプログラムの指示に基づき、その機能拡張ボードや機
能拡張ユニットに備わるＣＰＵ等が実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によって
も前述した実施形態の機能が実現される。
【図面の簡単な説明】
【０１４０】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る２．１チャンネルのスピーカシステムを示す図で
ある。
【図２】図１のオーディオコントローラを詳細に示すブロック図である。
【図３】図１のアクティブスピーカを詳細に示すブロック図である。
【図４】図１におけるオーディオコントローラ、アクティブスピーカの動作を示すフロー
チャートである。
【図５】図１に示す２．１チャンネルのスピーカシステムにおいて、各機器が図４に示す
処理を終えた後に実行される処理を示すフローチャートである。
【図６】本発明の第２の実施形態に係る電力供給システムの構成を示す図である。
【図７】本発明の第２の実施形態に係る電力供給システムの受電機器の構成を示すブロッ
ク図である。
【図８】本発明の第２の実施形態における動作を示すフローチャートである。
【図９－１】下位機器から供給される電力の電圧値、当該電圧値から受電機器の内部の電
圧降下値を減じた電圧値、第二のＡＣ電源から供給される電力の電圧値、当該電圧値から
受電機器の内部の電圧降下値を減じた電圧値をグラフで示す図である。
【図９－２】下位機器から供給される電力の電圧値、当該電圧値から受電機器の内部の電
圧降下値を減じた電圧値、第二のＡＣ電源から供給される電力の電圧値、当該電圧値から
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受電機器の内部の電圧降下値を減じた電圧値をグラフで示す図である。
【図９－３】下位機器から供給される電力の電圧値、当該電圧値から受電機器の内部の電
圧降下値を減じた電圧値、第二のＡＣ電源から供給される電力の電圧値、当該電圧値から
受電機器の内部の電圧降下値を減じた電圧値をグラフで示す図である。
【図９－４】下位機器から供給される電力の電圧値、当該電圧値から受電機器の内部の電
圧降下値を減じた電圧値、第二のＡＣ電源から供給される電力の電圧値、当該電圧値から
受電機器の内部の電圧降下値を減じた電圧値をグラフで示す図である。
【図１０－１】図９－１に示す各電圧値における電力供給の動作を説明するための図であ
る。
【図１０－２】図９－２に示す各電圧値における電力供給の動作を説明するための図であ
る。
【図１０－３】図９－３に示す各電圧値における電力供給の動作を説明するための図であ
る。
【図１０－４】図９－４に示す各電圧値における電力供給の動作を説明するための図であ
る。
【符号の説明】
【０１４１】
　１０１　オーディオコントローラ
　１０２～１０４　アクティブスピーカ
　１０５　音源信号
　１０６～１０８　伝送路
　１０９、１１３　ＡＣ電源コード
　１１０、１１１、１１２　ＡＣケーブル
　２０１～２０４　コネクタ
　２０５　ＡＣ／ＤＣコンバータ
　２０６　データ処理部
　２０７　制御部
　２０８　電圧測定部
　２０９　ＤＣ／ＤＣコンバータ
　２１０、２１１　スイッチ（リレー）
　２１２、２１３　ＡＣ／ＤＣコンバータ
　２１４、２１５　ダイオード
　２１６～２１８　伝送路
　２１９～２２２　制御線
　３０１～３０４、３０６　コネクタ
　３０５　ＡＣ電源コード
　３０７　ＡＣ／ＤＣコンバータ
　３０８　データ処理部
　３０９　制御部
　３１０　電圧測定部
　３１１　ＤＣ／ＤＣコンバータ
　３１２～３１５　スイッチ（リレー）
　３１６～３１８　ＡＣ／ＤＣコンバータ
　３１９～３２１　ダイオード
　３２２～３２５　伝送路
　３２６～３３１　制御線
　２１０１　制御器
　２１０２～２１０５、２１１０　受電機器
　２１０６　電源線
　２１０７　第一のＡＣ電源
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　２１１１　第二のＡＣ電源
　２２０１　中央演算装置
　２２０２　電圧検出部
　２２０３　メモリ
　２２０４　入力装置
　２２０５　リレードライバ部
　２２０６　電圧検出Ａ部
　２２０７　電圧検出Ｂ部
　２２０８　内部用電源ユニット
　２２０９、２２１０、２２１３　リレー接点
　２２１１　電圧測定ポイント
　２２１２　接続コネクタ

【図１】

【図２】

【図３】
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【図９－２】

【図９－３】

【図９－４】

【図１０－１】

【図１０－２】

【図１０－３】

【図１０－４】
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